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Q29a 「すざく」衛星による超新星残骸W51Cの観測
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銀河宇宙線 (主に陽子)のほとんどは超新星残骸 (SNR)で加速されていると広く考えられている。近年、フェル
ミ衛星の観測によって主に分子雲と相互作用した SNRから陽子起源と考えられるガンマ線が検出された。しか
し、SNRで宇宙線がどのように加速されて逃げ出しているかは不明な点が多く、これらを理解するためには他波
長からのアプローチが不可欠となる。X線では、SNRのプラズマからの熱的放射を観測でき、温度やアバンダン
ス、密度など SNRの状態や進化などを反映した情報を得ることができる。これにより加速現場の環境やエネル
ギー収支を含めた総合的な議論が可能となる。
W51Cは距離が約 6 kpc、年齢が約 3万年のmixed-morphology SNR (MM SNR)である。OHメーザーが観測

されていることから分子雲に衝突していることが分かっており、フェルミや H.E.S.S.、MAGICによって陽子起
源と思われるガンマ線が検出されている。今回我々はX線天文衛星「すざく」を用いてW51Cを 2点観測し、ス
ペクトル解析を行った。その結果、プラズマは温度が 0.6 keV程度で再現でき、場所による有意な違いは見られ
なかったが、共通してMgのアバンダンスが太陽組成よりも有意に高いことが分かった。また近年、分子雲と相
互作用し、ガンマ線が検出されているMM SNRのうち 5例から過電離プラズマの存在が報告されている (澤田他
2010年秋季年会)が、今回のデータからはW51Cでそのような兆候は見られなかった。さらに、分子雲と重なっ
ている領域から、硬 X線放射を検出した。これはW51C、あるいは手前に位置する星形成領域W51Bからの熱
的、または非熱的放射であると考えられる。本講演では、これらの詳細について報告する。


